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ごあいさつ 

●この度はカツラの液化石油ガス用流量検知式切替型漏えい検知装置をお買い求め頂きまして、誠にありが 

 とうございます。 

●本製品を正しくお使いいただくために、この取付取扱説明書を必ずお読みくださるようお願いいたします。 

●間違った使い方をされますと、故障や事故の原因となることがあります。十分にご注意ください。 

●本取付取扱説明書はお読みになった後も大切に保管してください。 

 

おねがい 

●ＬＰガス設備の安全確保に万全を期すため、工事をはじめる前にこの説明書を必ずお読みください。 

●液化石油ガス法、例示基準、液化石油ガス設備士ハンドブック等に定められた基準を遵守してください。 

●本製品は液化石油ガス専用の流量検知式切替型漏えい検知装置です。他の目的に絶対使用しないでください。 

●この取扱説明書には、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 

 内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

 

 警告 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が

死亡または重傷を負う可能性が想定される場合を表し

ています。 

 

   注意 

この表示を無視して誤った取扱いすると、使用者が傷

害を負う可能性が想定される場合、および物的損害の

みの発生が想定される場合を表しています。 

 

      

 

 

この表示は，禁止事項を表しています。 
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１．装置の特長 

（１） 保安確保機器の補完機器に適合します。（２章をご参照ください。） 

（２） ＬＰガスの供給を止めずに、供給設備の微少漏えい並びに供給管内の圧力異常を検知します。 

（２章、３章をご参照ください。） 

（３） 親子式差圧調整器は、自動切替調整器としての機能も保有しています。（３章（１）をご参照ください。） 

（４） 漏えい検知装置の情報を集中監視システムを介して、常時監視することができます。 

（５章、４）をご参照ください。） 

（５） 発信機能付親子式差圧調整器をご利用の場合は、容器交換情報を集中監視システムを介して管理することが

できます。（５章、４）をご参照ください。） 

 

２．装置の概要 

本装置は、液化石油ガス供給設備の微少漏えい並びに供給管内の圧力異常を検知する親子式差圧調整器と漏えい

検知部（Ⅰ）型にて構成された液化石油ガス用流量検知式切替型漏えい検知装置です。 

 本装置は、上記の機能を搭載しているため、液化石油ガス販売事業者の認定に係る保安確保機器の設置等の細目

を定める告知（平成９年通商産業省告示第１２１号）第１条 第２項に定める補完機器に適合します。この場合、

液化石油ガス消費者先にＳ型もしくはＥ型保安ガスメータを設置した上で、供給設備に本装置を設置してください。 

 

３．装置の構成と機能 

 本装置は親子式差圧調整器と漏えい検知部より構成され、配管で一体となり機能します。 

 各構成機器には、流量検知式切替型漏えい検知装置としてのシールが貼付されています。 

 

       ＝本装置の構成＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏えい検知部（Ｉ）型 

（EY25MTP-YL） 

図１
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 （１）親子式差圧調整器の主な機能 

親調整器の自動切替調整器と子調整器で構成される差圧調整器です。 

・親調整器：ＬＰガスの供給圧力を規定の圧力範囲内に調整する。容器内の圧力が低下した場合、予備側の容

器より補給を行う。 

ガスの流量の増減により流路が「開」「閉」となる。 

・子調整器：ＬＰガス消費者先でガスを使用している場合常時流路が開いており、漏えい検知部（Ⅰ）型に設

定以下の流量を供給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

 （２）漏えい検知部（ I ）型の主な機能 

 親子式差圧調整器の子調整器側に配管され、供給管の漏えい並びに親子式差圧調整器の閉そく圧力・調整圧

力の常時監視を行い、異常を検知した場合には警告を発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 
漏えい検知部（Ⅰ）型の代わりに一般市販のＳ型もしくはＥ型保安ガスメータを設置すると、漏えい検知装置が誤

作動、または機能しない場合が発生しますので、必ず漏えい検知部（Ⅰ）型を設置してください。 

図３
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● 親子式差圧調整器 機種構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 

 

・ 寸法 Ｗ×Ｌ の値は次のページの表をご参照ください。 

・ 弊社では、図５の設置例図に基づく供給設備工事を簡単に効率良く行うための「集合管ユニット」をご提供し

ておりますのでご活用ください。 
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４．仕様 

（１）親子式差圧調整器 

項    目 仕    様 

型 式

（※） 

基 本 型 HL-10BFU-YE HL-15FU-YE HL-20AFU-YE HL-30AFU-YE HL-50BFU-YE 

発信型 
（ 無 保 持 ） HLHE-10BFU-YE HLHE-15FU-YE HLHE-20AFU-YE HLHE-30AFU-YE HLHE-50BFU-YE

（自己保持） HLHEK-10BFU-YE HLHEK-15FU-YE HLHEK-20AFU-YE HLHEK-30AFU-YE HLHEK-50BFU-YE

容 量 １０kg／h １５kg／h ２０kg／h ３０kg／h ５０kg／h 

入 口 圧 力 0.15～1.56MPa ０.１０～１.５６ＭＰa 

出 口 圧 力 ２.５５～３.３０ｋＰａ 

閉 塞 圧 力 ３.５０ｋＰａ以下 

親 調 整 器 開 閉 流 量 ０.４±０.３８ｋｇ／ｈ以内 

子 調 整 器 最 大 流 量 ０.５ｋｇ／ｈ以下 

入 口 接 続 呼び圧力 20K 15A フランジ 
呼び圧力 20K 

20A フランジ 

出 口 接 続 Ｒc３／４ユニオン 
Ｒc１ 

ユニオン 

Ｒc１1/4 

ユニオン 

面 間 寸 法 Ｗ × Ｌ ( ｍ ｍ ) 250×162 250×184 250×316 250×356 330×477 

発

信

機

能

部

最 大 使 用 電 圧 ＤＣ３０Ｖ以下 

最 大 使 用 電 流 ０.３５Ａ以下 

接 触 抵 抗 ２Ω以下 ＯＮ時コード含む 

絶 縁 抵 抗 ５ＭΩ以上 (ＤＣ５００Ｖメガにて) 

耐 電 圧 ＡＣ５００Ｖ (リーク１ｍＡ以下) 

 

（２）漏えい検知部（Ｉ）型 

項    目 仕    様 

型 式 
ＥＹ２５ＭＴＰ－ＹＬ 
(US 検知部)  US：超音波式 

気 密 １０ｋＰａ 

使 用 圧 力 ３.５０ｋＰａ以下 

警

告

機

能

流 量 式 微 少 漏 洩 約３０日間継続して微少流量（３㍑/ｈ以上）が発生した場合（※1） 

閉 塞 圧 力 異 常 
親子式差圧調整器の閉塞圧力が３.５０ｋＰａを超える状態が１５回以上発生し

た場合 

調 整 圧 力 異 常 
親子式差圧調整器の調整圧力が２.３０～３.３０ｋＰａの範囲を外れる状態が

１５回以上発生した場合 

電 池 電 圧 低 下 電池電圧低下をチェックし所定の値以下になった場合 

交 換 期 限 警 告 製造後 10.5 年経過した時 

設
定
内
容
（
※2

）

拡 張 １ 合計・増加流量遮断の遮断設定値の下限値引き上げ 

拡 張 ２ 使用時間遮断機能の停止 

圧 力 漏 え い 監 視 停 止 圧力式微少漏えい警告機能の停止 

外部機器 2 連動通報パターン 発信機能付親子式差圧調整器 自切通報（「パターン E」に設定済み） 

警 告 表 示 方 法 液晶表示＋赤色発光ダイオード点滅表示 

通 信 方 法 共通型電文方式 

接 続 口金中心距離：１３０ｍｍ 本体口金ネジ：Ｍ３６×２ 

寸 法 Ｈ148×Ｗ173×Ｄ108ｍｍ 

質 量 約 1.5ｋｇ 

（１Ｐa＝約０.１ｍｍＨ２Ｏ） 

※ １ 流量式微少漏えいの判定日数を１～３０日の間で設定可能となっております。 

設定を変更する場合は、集中監視システムまたは、設定器にて判定日数を変更してください。 

※２ 漏えい検知部（Ⅰ）型は、Ｅ型保安ガスメータの機能を一部削除し、漏えい検知部の技術基準に合致するよ

う上記のような設定を行った機器です。それ以外の機能は、Ｅ型保安ガスメータと同じです。 
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５．取付方法と取付上の注意点 

（１）親子式差圧調整器の容量の確認 

 親子式差圧調整器を設置する前に、必ず容量を確認してください。 

 （関係法令に基づいた容量選定であることを確認してください。） 

（２）設置場所の選定 

 本装置の設置場所については、お客様の安全・快適にＬＰガスをお使いいただくために、下記の条件を守

ってください。 

● 日常管理や容器交換が容易な場所を選定し、お客様の同意を得てから取付けてください。 

● 調整器は必ず屋外に取付けてください。（液化石油ガス法で一部の寒冷地地域では容器の屋内設置が認め

られていますが、その場合には容器と調整器をできるだけ通風の良い場所に設置してください） 

● 下記の場所には本装置を設置しないでください。故障や機能低下の原因となります。 

警告  ■次の場所には設置しないでください。 ■故障や性能低下の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容器交換時に容器と接触する場所 いたずらを受ける場所 有毒ガス(例：アンモニア 

亜硫酸ガス)の影響を受ける場所 

火気から２ｍ以内の場所 
落雪やその他落下物により損傷を 

受ける場所 

雪に埋もれる場所 

直射日光に長時間さらされる場所 

60℃以上の熱気にさらされる場所 
常に水気の影響を受ける場所 

雨水が大量にかかる場所 

電気設備から距離が30ｃｍ以内 

の場所 

変電室など高圧電気設備が近く 

にある場所 

設置位置が奥まっている場所 設置位置が高い場所 

入りにくい 
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（３）設置工事 

 はじめに、取付作業を行うために十分なスペースを確保してください。 

 下記「切替型漏えい検知装置設置例図」に従って作業を行ってください。 

 

＝流量検知式切替型漏えい検知装置設置例図＝ 

 （ＨＬ－５０ＢＦＵ－ＹＥ設置例図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 

 

 

 ※子調整器の出口（図のＡ点）から合流部（図のＢ点）までの配管は、管サイズを１／２Ｂ（１５Ａ） 

  とし、長さを１０ｍ以下としてください。 

 

 

 

 

・付属品の一覧表 

番号 部品名 仕様 数量 設置例図における使用箇所 

１ 金属フレキシブルホース 
接続ネジ径 １／２Ｂ 

長さ ４００ｍｍ 
１組 子調整器の出口側 

２ 検査孔付ねじガス栓 接続ネジ径 １／２Ｂ ２ヶ ガス栓（２）、（３） 

３ ＬＵＴメータ継手 
ナット部接続ネジ寸法 

Ｍ３６×２ 
２ヶ 漏えい検知部と配管との接続部 

４ 子出口継手 接続ネジ径 １／２Ｂ １組 子調整器の出口側 

５ ドレンポット部品 

接続ネジ径 １／２Ｂ 

チーズ・ニップル 

キャップ・短管 

１組 金属フレキシブルホースの下流側 

 

 

 

 

バルブ（１）

バルブ（６） バルブ（７）

バルブ（５）

バルブ（４）

ガス栓（３）

ガス栓（２）

ドレンポット 
単段調整器 

漏えい検知部（Ⅰ）型

親子式差圧調整器

Ａ点

Ｂ点

金属フレキシ

ブルホース

住宅用供給（集合・戸建）

業務用 
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警告 
本装置の取付工事は、必ず液化石油ガス設備士が実施してください。 

本製品を分解、改造すると、事故発生の原因になります。絶対に行わないでください。 

本装置の親子式差圧調整器と漏えい検知部には、漏えい検知装置専用であることを示すシールや印刷（図８・図９）

が表示されています。シールや印刷に表示されていない調整器や漏えい検知部を取付けることは絶対に行わないで

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管バンド 

検査孔付ねじガス栓 

ドレンポット 

親子式 

差圧調整器 

５ｃｍ以内 

５ｃｍ以上 

漏えい検知部 

（Ｉ）型 垂
直
方
向 

垂
直
方
向 

図６ 図７ 

金属フレキシブルホース 

（水平または下り勾配） 

図８ 図９ 
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１）親子式差圧調整器の取付け 

警告 
① 親子式差圧調整器の取付姿勢は、垂直に取付けてください。（図７参照） 

② 親子式差圧調整器の中圧部と低圧部は、分解せず一体のまま取付けてください。（図１０参照） 

③ 親子式差圧調整器の供給圧力（調整圧力）の変更は絶対に行わないでください。漏えい検知機能が失われます。

④ 子調整器の出口側ねじ接続部（Rc1/2）の奥に見える白色のフィルターは子調整器内への異物侵入防止のためで

す。絶対に取り外さないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）漏えい検知部の取付け 

警告 
① 漏えい検知部は必ず垂直に取付けてください。（図７参照） 

また、漏えい検知部の固定のため、図６の位置に管バンドを取付けてください。 

② 漏えい検知部は必ず子調整器の低圧配管に取付けてください。（図５の設置例図をご覧ください。） 

③ 漏えい検知部は、調整器入口より５ｃｍ以上高い位置に取付けてください。ドレン溜りは、子調整器出口に対

して水平又は下り勾配になるよう設置してください。（図６参照） 

④ 外部からの衝撃を受ける恐れのある場所（容器交換の時に容器と接触する場所等）には、漏えい検知部を絶対

に設置しないでください。 

⑤ 漏えい検知部と配管との接続には、付属のＬＵＴメータ継手を使用してください。漏えい検知部の交換が容易

になります。 

３）配管の取付け 

警告 
① 親子式差圧調整器や漏えい検知部を配管に接続するときは、ガス入口とガス出口を間違えないようにしてくだ

さい。装置が正常に作動しなくなります。 

② 配管に無理な力が加わらないようにしてください。 

③ 親子式差圧調整器や漏えい検知部を接続する配管内に切粉・水・ゴミ等の異物が無いことを確認した後に、取

付け作業を行ってください。装置の誤作動やガス漏れの原因となります。 

④ 子調整器の出口から合流部までの配管は、管サイズ１／２Ｂ（１５Ａ）とし、長さを１０ｍ以内としてくださ

い。（図５の設置例図をご覧ください。） 

⑤ 漏えい検知部の入口側配管の下端には、付属のドレンポットを取付けてください。 

⑥ 図５の設置例図内の、ガス栓（２）、（３）の位置を参考にして付属の検査孔付ねじガス栓を取付けてください。

⑦ 設置例図を参考にして、バルブ（別売）を取付けてください。 

⑧ バイパスラインは供給設備の定期点検、機器の取替え等に必要ですので必ず設置してください。 

地震等による破損防止のため、子調整器の出口には付属の金属フレキシブルホースを取付けてください。 

（図６参照） 

 

 

図１０
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  ４）集中監視システムの接続工事 

 （１）通信システム及び発信機能付親子式差圧調整器をご利用の場合 

   下図にしたがって配線作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 伝送用コントローラと漏えい検知部を結ぶ信号線には極性がありますので、結線する際には相互の 

 極性を確認の上、誤りのないように行ってください。 

＊ 詳細は、ご使用になる伝送用コントローラの取扱説明書をご覧ください。 

 

 

警告 
上記の配線以外は行わないでください。漏えい検知機能が失われます。 

 

 

注意 
●発信機能付親子式差圧調整器を漏えい検知部に接続した場合、漏えい検知部の「外部機器２連動通報機能」の作

動判定パターンを設定する必要があります。 

 設定を行わないと、機能が作動しませんので「Ｅ型保安ガスメータテクニカルガイド」等を参考に作動判定パタ

ーンの選定及び設定を行ってください。 
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 （２）発信機能付親子式差圧調整器をご利用の場合 

  ●設置上の注意事項 

注意 
① 設置場所が容器庫等の防爆上の「危険場所」には使用できません。（ご使用になる場合は、弊社の中継装置「Ｈ

ＥＣ－１」等を併用ください。 

② 雨や雪のかかる場所を避けて取付けてください。 

③ 製品を床等に落下させた場合、数１０Ｇの衝撃が加わり特性が変化し場合によっては使用不可能になる場合が

ありますのでご注意ください。 

④ リード線を極端に延長した場合、ケーブルの線間浮遊容量により接点をいためることがありますのでご注意く

ださい。 

 

  ●配線・結線の方法 

注意 
①「ＨＥ・ＨＥＫシリーズ」の出力は「無電圧ａ接点」であり接続ケーブルには極性がありません。 

②付属ケーブルは、「宅内電送装置」「中継器」（ＨＥＣ－１）等に配線してください。 

接続する端子は、お使いになる機器の取扱説明書をご覧ください。発信機能付親子式差圧調整器の付属のケーブ

ルには極性がありません。 

① 付属ケーブルの長さは２ｍです。延長の必要がある場合は別売りのケーブルを使用し以下の手順で結線してく

ださい。 

ａ）付属ケーブルと延長ケーブルの色（白・黒）を同色に合わせ先端をそろえ一緒にねじり閉端接続子 

  で圧着してください。 

ｂ）ケーブルが確実に結線されていることを軽く引張って確認してください。 

ｃ）閉端接続子及びケーブルと外被に防水用処理剤（スリーボンド１２０８Ｃ等）を充填してください。 

ｄ）自己融着テープにより、閉端接続子及びケーブルを数回巻いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ご使用上の注意 

注意 
① ＨＥの場合、使用側の容器にガスが残っていても消費量、容器本数または外気温度等により表示器が“赤”を

示すことがあります。また、予備側より供給しているときは“赤”を示しますが、消費を中断すると再び“白”

になることがあります。これは、消費を中断することにより使用側容器のガス圧力が復元し再びもとの容器か

ら供給しようとするからです。（一時的にこの動作を繰り返すことにより、使用側容器が空になります。）この

動作により、接点出力も「閉」「開」を繰り返しますのでご注意ください。 

ＨＥＫ型の場合は、接点出力の機構部分が自己保持タイプになっていますのでガス消費に対して十分な容器本

数を設置してください。（容器本数が少ない場合は、使用側に大量にガスが残っている状態で切替出力を発信す

ることがあります。） 

② 仕様規定以上の電圧、電流で使用する場合及びサージ電圧（誘導負荷）、突入電流（ランプ負荷）等の著しく発

生する負荷の開閉では、リードスイッチが破損することがありますのでご注意ください。 
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６．使用前の確認事項 

 （１）漏えい検知部の出荷モードの解除 

メーカー出荷時は、検知部に内蔵された電池の消費を抑えるために「出荷モード」の状態になっています。 

このままでは、漏えい検知機能が作動していませんので、必ず下記の手順にしたがって「出荷モード」の解

除を行ってください。 

 

 

＜出荷モードの解除方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 
● 遮断弁開スイッチを押した後２０秒間に漏えい検知部内をガスが流れた場合内蔵の遮断弁が作動して漏えい検

知機能が停止しますので、出荷モードを解除するまでは漏えい検知部内にはガスを流さないようにしてくださ

い。 

● 万一、漏えい検知部内にガスを流してしまった場合は、７章の（２）をご参照のうえ、弁を復帰させてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷ-

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷ-を近づけてﾃｽﾄ遮断

させた後、20 秒以内に復帰ﾎﾞ

ﾀﾝを押してください。20 秒以

上放置すると出荷ﾓｰﾄﾞに戻り

ます。 
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 （２）使用前点検 

    漏えい検知装置をご使用になる前に、必ず下表の検査項目にしたがって使用前点検を行ってください。 

点 検 項 目 点 検 方 法 

漏えい検知部の遮

断弁「開」状態の

点検 

漏えい検知部のセキュリティ表示に 

「ガス止」が消灯していることを確認し       ＜セキュリティ表示＞ 

てください。 

※ 「ガス止」が点灯している場合は 

 検知部内の遮断弁が閉じています。 

 このままでは漏えい検知装置とし 

 て機能しませんので、７章の（２） 

 をご参照のうえ、弁を復帰させてく 

ださい。 

 

気密の点検 自記圧力計を設置し、試験圧力を8.40～10.0kPaの範囲内として実施してください。 

 

 

    参考 気密保持時間 

    ①配管内容積 １０㍑未満のもの       ５分間以上 

    ②配管内容積 １０㍑以上５０㍑未満のもの １０分間以上 

    ③配管内容積 ５０㍑以上のもの      ２４分間以上 

 

 

ガス置換 

（エアパージ） 

 

配管内（漏えい検知部を含む）の空気をＬＰガスに置換してください。 

親子式差圧調整器 

自動切替部の点検 

＜点検手順＞ 

１） 使用側及び予備側の容器バルブを開け、両側の容器からＬＰガスを供給できるようにします。

このとき、両側の容器にＬＰガスが十分に残っていることを確認してください。 

２） 適当な燃焼器具（ガステーブルなど）を点火しＬＰガスを供給します。 

３） 使用側容器のバルブを閉じます。このとき 

調整器の表示が白から赤に変わり、ＬＰガスが予備側から供給されること。 

を確認してください。 

４） 燃焼器具を消した後調整器の切替ハンドルを使用側から予備側へ回します。 

（使用側と予備側が交代します。）その後１）～３）の操作を同様に行ってください。 

 

 

 

 

注意 

点検終了時には、両側の容器バルブを開け、調整器の切替ハンドルの向きを点検前の状

態に戻してください。 

 

 

 

 

 

 

親子式差圧調整器 

調整圧力の点検 

 

自記圧力計を設置して、調整圧力が2.55～3.30kPaの範囲内であることを確認してください。 

親子式差圧調整器 

閉そく圧力の点検 

 

調整圧力の点検後に、閉塞圧力が3.50kPa以下であることを確認してください。 

親子式差圧調整器 

差圧性能の点検 

（次頁につづく） 

図５の設置例図を参照のうえ、次頁の方法により供給圧力を測定し差圧性能（親調整器と子調整器

の圧力差）の確認をしてください。 
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点 検 項 目 点 検 方 法 

差圧性能の点検  

（差圧性能確認方法）バイパス配管している場合（下図参照） 

 ステップ 作 業 方 法 

１） バルブ（４）にガステーブル等（流量約50～100㍑/h）を接続してください。 

※設備が容器庫内にある場合は危険防止のためガステーブルを庫外に出してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ガス栓（３）のプラグキャップを外しマノメータを取付けてください。 

３） バルブ（１）を「閉」にしてください。 

ガス栓（２）、（３）を「開」にしてください。 

※使用前（設置時）点検ではバイパスラインのバルブ（５）、（６）、（７）は「開」「閉」

どちらでも良いがガス使用時の点検ではバイパスライン側のバルブ（５）、（６）、（７）

は「開」にしてからガス切れを起こさないようにしてステップ１）～６）の点検準備

及び点検をしてください。 

４） バルブ（４）を「開」にし、ガステーブル等に点火してください。 

※２口のガステーブルの場合なら燃焼量の小さい方の１口のみに点火してください。 

５） （圧力の測定） 

①ガス栓（３）を図Ａの位置に合わせて供給圧力を測定してください。 

                 …測定結果Ｐ１（子調整器出口圧力） 

②ガス栓（３）のハンドルを図Ｂの位置に合わせて供給圧力を測定してください。 

                 …測定結果Ｐ２（親調整器出口圧力） 

[判定] 合格……Ｐ１の方がＰ２より高い圧力である   （Ｐ１＞Ｐ２） 

    不合格…Ｐ１とＰ２が同じ もしくはＰ１の   （Ｐ１≦Ｐ２） 

        方がＰ２より低い圧力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ａ            図Ｂ 

 

 

バルブ（６）
ガステーブル等 

バルブ（７）
漏えい検知部（Ⅰ）型

単段調整器

バルブ（５）

バルブ（４）

バルブ（１）

ガス栓（３）

Ｂ点 

親子式差圧調整器

金属フレキシ

ブルホース 

ガス栓（２）

ドレンポット

Ａ点 

マノメータ
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点 検 項 目 点 検 方 法 

差圧性能の点検 （差圧性能確認方法）バイパス配管している場合（続き） 

 ステップ 作 業 方 法 

 ６） ガステーブル等及びマノメータを取外しガス栓（３）にプラグキャップを確実に締付け

てください。 

 補足 差圧性能を行う場合には、親子式差圧調整器に微少流量のガスを流してやる必要があり

ます。上記の方法でバルブ（４）にガステーブル等を接続するのはそのためですが、こ

の方法を用いれば使用前点検（設置時点検）のみならず定期点検時にバイパスラインを

使用して、ガス供給を止めずに比較的容易に差圧性能の確認を行うことができます。 

（集団供給の場合の定期点検にはこの方法をお勧めします。） 

定期点検時にこの方法を用いる場合は、まずバルブ（５）、（６）、（７）を「開」として

からバイパスラインを使用可能な状態とし、次にバルブ（１）を「閉」とした後にバル

ブ（４）にガステーブル等を接続して上記５）と同様な測定を行ってください。 

但し、使用前点検時あるいは業務用等で定期点検時にガスを止めても支障のない場合

は、バルブ（１）を「開」として末端閉止弁の先にある燃焼器具に点火して（この場合

も約50～100㍑/h）差圧性能の確認を行っても、もちろん差し支えありません。 

 

 

差圧性能の点検  

（差圧性能確認方法）バイパス配管設備がない場合（下図参照） 

 ステップ 作 業 方 法 

１） バルブ（４）にガステーブル等（流量約50～100㍑/h）を接続してください。 

※設備が容器庫内にある場合は危険防止のためガステーブルを庫外に出してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ガス栓（３）のプラグキャップを外しマノメータを取付けてください。 

３） 検査時予備供給用容器を準備して圧力調整器をセットし、供給圧力を確認してからバル

ブ（５）に接続しバルブ（５）を「開」にして予備供給を開始します。 

（但し、新設での使用前（設置時）点検ではこの作業は必要ありません。） 

４） 予備供給を開始してからメインガス管のバルブ（１）を「閉」にしてください。 

５） バルブ（１）を「閉」にしてガス栓（２）、（３）を「開」にしてください。 

６） バルブ（４）を「開」にして、ガステーブル等に点火してください。 

※２口のガステーブルの場合なら燃焼量の小さい方の１口のみに点火してください。 

 

 

ガステーブル等 

金属フレキシ

ブルホース 

ガス栓（２）

漏えい検知部（Ⅰ）型 

検査時予備供給用容器および調整器

ガス栓（３）

バルブ（４） バルブ（１）

メインガス管 

バルブ（５）

マノメータ 

親子式差圧調整器 

検査時ガス供給管
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点 検 項 目 点 検 方 法 

差圧性能の点検 （差圧性能確認方法）バイパス配管設備がない場合（続き） 

 ステップ 作 業 方 法 

７） （圧力の測定） 

①ガス栓（３）を図Ａの位置に合わせて供給圧力を測定してください。 

                  …測定結果Ｐ１（子調整器出口圧力） 

②ガス栓（３）のハンドルを図Ｂの位置に合わせて供給圧力を測定してください。 

                  …測定結果Ｐ２（親調整器出口圧力） 

[判定] 合格……Ｐ１の方がＰ２より高い圧力である   （Ｐ１＞Ｐ２） 

    不合格…Ｐ１とＰ２が同じ もしくはＰ１の   （Ｐ１≦Ｐ２） 

        方がＰ２より低い圧力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ａ            図Ｂ 

８） ガステーブル等及びマノメータを取外しガス栓（３）にプラグキャップを確実に締付け

てください。 

９） 点検時予備供給容器の取外しは、バルブ（１）を「開」にしてからバルブ（５）を「閉」

にして取外してください。 

（但し、ステップ３）使用前（設置時）点検ではこの作業は必要ない訳ですが、使用開

始の法定点検を完了の後にバルブ（１）は「開」にしてください。） 

補足 差圧性能を行う場合には、親子式差圧調整器に微少流量のガスを流してやる必要があり

ます。上記の方法でバルブ（４）にガステーブル等を接続するのはそのためですが、こ

の方法を用いれば使用前点検（設置時点検）のみならず定期点検時に検査時予備供給用

容器を使用して、ガス供給を止めずに比較的容易に差圧性能の確認を行うことができま

す。 

（バイパス配管設備をしないで切替型漏えい検知装置を設置する場合は上図のように

バルブ（４）、バルブ（５）を必ず設備してください。） 

 

 

○ 使用前点検の結果は２１ページのチェックシートに保管してください。 

○点検の結果、差圧性能等に異常がある場合は弊社最寄りの営業所または特約店にご連絡してください。 
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７．使用上の注意 

 （１）使用にあたってのおねがい 

本装置を正しくご使用いただくために、次のような注意事項をお守りください。 

 

 

   １）衝撃を与えないでください。 

警告 
●本装置は精密機器ですので物をぶつけないでください。故障の原因になります。 

 

 

   ２）分解・改造をしないでください。 

警告 
●装置の誤作動やガス漏れ発生の原因となり非常に危険です。絶対に分解しないでください。 

 

 

   ３）漏えい検知部内のコントローラの設定 

警告 
本装置では、ガス事業者様により設定の可能な機能は下記の通りです。 

 

 

● 外部機器２連動通報機能 作動判定パターンの設定 

[５章（４）をご参照ください] 

※ 通信システムをご利用の場合のみ必要となります。 

 

上記以外の設定を行った場合、漏えい検知機能が失われます。絶対に行わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17

 （２）漏えい検知部の異常警告と解除方法 

セキュリティ表示の「異常表示」 

漏えい検知装置が異常を検知した場合は、セキュリティ表示は下表のような表示状態となります。 

点検等でこれらの異常表示を確認した場合は、下記の＜対応＞の欄を参考にして速やかに原因を調査し、対策を実

施してください。 

 
表示状態 

警告名称 対応 
赤ランプ  その他 

遮
断
弁
が
閉
止
し
な
い
異
常
警
告 

 

 

 

(点滅) 
 

流量式微少漏えい警告 
ガスの流れが約３０日間連続して

検出された場合、警告を発します。

◆ 漏えい検査を行ってください。 

◆ ガス漏れのある場合には修復工事

を行ってください。 

（修復工事完了後には、必ず気密試

験を行ってください。） 

 

 

 

 

 

 

 

(消灯) 

Ｒ 

閉そく圧力異常 
親子式差圧調整器の閉そく圧力が

3.50kPaを超える状態が30日間で

15回以上発生した場合、警告を発

します。 

◆ 調整器の閉そく圧力（3.50kPa以下）

について、点検を実施してくださ

い。 

◆ 異常と認められた項目について適

切な処置をしてください。 

調整圧力異常 
親子式差圧調整器の調整圧力が 2.30

～3.30kPa の範囲を外れる状態が 30

日間で15回以上発生した場合、警告

を発します。 

◆ 調整器の調整圧力（2.30～3.30kPa）

について、点検を実施してくださ

い。 

◆ 異常の認められた項目について適

切な対処をしてください。 
 

 

 

 

(消灯) 
 

電池電圧低下警告 
漏えい検知部を作動させる電池電

圧が低下した場合、警告を発しま

す。 

 

◆ 漏えい検知部を交換してください。

 

 

 

 

(消灯) (点滅) 
 

交換期限警告 
製造後、10.5年経過した場合、警

告を発します。 

◆ 漏えい検知部を交換してください。

遮
断
弁
が
閉
止
す
る
異
常
警
告 

 

 

 

(点滅) 

ガス止 

Ｐ 

圧力低下遮断 
ガス使用中において供給管内部の

ガス圧力が異常に低下した時、内

蔵の遮断弁を閉止し同時に警告を

発します。 

◆ ＬＰガス容器の残ガス量が十分で

あるか確認してください。 

◆ ガス供給、消費設備の点検を行って

ください。 

 

 

 

 

(点滅) 
ガス止 

復帰安全確認中漏えい遮断 
「遮断弁が閉止する異常警告」が

解除する時に、漏えい検知部がＬ

Ｐガスの流れを検知した場合、弁

を再遮断し同時に警告を発しま

す。 

◆ 警告を解除する時に、漏えい検知部

内をＬＰガスが流れていないか確

認してください。 

◆ 上記の状態を確認後も左記の異常

が発生する場合、ガス漏れの可能性

があります。 

漏えい検査を行ってください。 

 

 
 

(消灯) 
ガス止 

電池電圧低下遮断 
電池電圧低下警告発生後、40日経

過したとき、遮断弁を閉止し、同

時に警告を発します。 

◆ 漏えい検知部を交換してください。

※赤ランプ点滅は、遮断発生から24時間後、警告発生から40日後に消灯します。 

※異常表示一覧表に記載されていない表示状態であっても、「正常表示」と異なる場合は、弊社最寄りの 

営業所または特約店にご連絡ください。 
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異常警告の解除方法 

 

異常警告が発生した原因を取除き再発防止措置を行ってから、次のような方法で異常警告の解除を行ってください。 

 

● 遮断弁が閉止しない異常警告の解除方法 

① 
はじめに、漏えい検知部内にＬＰガスが流れないようにします。 

（図５の設置例図内の、ガス栓（２）を閉じてください。） 

② ６章の（１）「漏えい検知部出荷モードの解除」と同様の作業を行ってください。 

③ 
作業終了後、ガス栓（２）を「開」にしてください。 

※異常警告によっては、セキュリティ表示の状態が６章の（１）と異なる場合があります。 

 

 

● 遮断弁が閉止する異常警告の解除方法 

① 
はじめに、漏えい検知部内にＬＰガスが流れないようにします。 

（図５の設置例図内の、ガス栓（２）を閉じてください。） 

② ６章の（１）「漏えい検知部出荷モードの解除」の“遮断弁「開」”作業以降を行ってください。 

③ 
作業終了後、ガス栓（２）を「開」にしてください。 

※異常警告によっては、セキュリティ表示の状態が６章の（１）と異なる場合があります。 

 

（３）圧力情報・メータ情報表示操作方法 
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８．維持管理 

流量検知式切替型漏えい検知装置の性能を正常に維持するため、次の点検を必ず実施してください。 

 

 （１）通常の点検（容器交換時または１ヶ月に１回以上行う点検） 

◇ 保安点検として外観や漏れなどの検査を行ってください。 

点検項目 点検方法 

ガス栓「開」状態の点検 

◆ 漏えい検知部の入口側及び出口側のガス栓が「開」

であることを確認してください。 

図５の設置例図の中のガス栓（２）、（３）の位置を

ご参照ください。 

外観の点検 
◆ 著しい錆の発生や部品の脱落などの欠陥がないこ

とを確認してください。 

親子式差圧調整器の通気口の点検 
◆ 通気口が虫等によってふさがれていないことを点

検してください。 

漏えい検知部の点検 

◆ セキュリティ表示を点検し「ガス止」表示が消灯し

ていることを確認してください。 

 

＜セキュリティ表示＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ さらに、７章（２）のセキュリティ表示の「異常警

告」が点灯していないことを確認してください。 

 

◆ ガス使用状態では漏えい検知部の微少流量確認装

置が回転することを確認してください。 

◎ 通常点検の結果は巻末のチェックシートに記入し保管してください。 

 

 

 （２）定期点検（１年に１回以上行うことを推奨します） 

◇ 漏えい検査、自動切替部の点検、漏えい検知部の点検、閉そく圧力の点検、調整圧力の点検、差圧性能の点検及

びドレン溜りのドレン排除等を行ってください。 

◇ 点検方法は６章の（２）「使用前点検」に準じて行ってください、 

◇ 差圧性能を行う際（特に集団供給の場合）に、バイパスラインへの切替及び復帰操作はミスのないように慎重に

行ってください。 
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９．アフターサービス 

 （１）メーカー保証 

製品に万一不具合が生じた場合は、製造後１年以内の期限に限り、メーカーが無償修理もしくは新品と交

換致します。 

 

 （２）交換期限 

 この製品の交換期限は、親子式差圧調整器：製造後7年、漏えい検知部（Ⅰ）型：製造後10年です。ま

た、交換期限内でも性能に異常が生じた場合は、新品と交換してください。 

 

 （４）免  責 

次の場合、製品の無償修理又は交換及び保険の適用はできません。 

１）風水害、地震などの天災や不可抗力による場合 

２）誤った使用方法や、取扱い上の不注意による場合 

３）検査合格時の機構を変更又は改造した場合 

４）その他製造者の責任とは認められない場合 

 

１０．ＱＲコード表示案内 

 

 調整器（容量10kg/h、15kg/hは除く）の銘板にQRコードを印字しました。下記に銘板の図とQRコードの読み取

り内容を示しますのでご確認ください。 

 

 【銘板の図】（例：調整器HL-30AFUの場合） 

 006,HL-30AFU,201306,202006,130601,,,,,,ｶﾂﾗ,ｼﾞｷﾘ,30K,605184055,,,, 
 

006  メーカ番号 

HL-30AFU 型式 

201306 製造年月 

202006 交換期限（202006:2020 年6 月を表します） 

130601 製造番号（130601:2013 年6 月の 1 番ロットを表します） 

カツラ メーカ名 

ジキリ 商品名 ジキリ：自動切替式調整器を表します 

30K 容量（30K：30kg/h を表します） 

605184055 弊社工場の管理番号 
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液化石油ガス用流量検知式 

切替型漏えい検知装置 

 
－使用前点検チェックシート－                     点検年月日   年   月   日 

                                   点検会社名 

                                   点検者氏名           印 

設置先住所  

設 置 先 名  

施 工 者 名  設置年月日   年  月  日 

設 置 機 種 
親子式差圧調整器 型 式  製 造 年 月   年  月 

漏えい検知部 型 式  検 満 年 月   年  月 

点検項目 

※ 点検方法…液化石油ガス用流量検知式切替型漏えい検知装置「取付取扱説明書・維持管理マニュアル」を参照の上、実

施してください。 

NO. 点検項目 点 検 内 容 
判 定 結 果 

（合格） （不合格） 

1 
漏 え い 検 知 部 

遮 断 弁 「 開 」 

状 態 の 点 検 

セキュリティ表示に「ガス止」が

点灯していないことを確認 

開 

（消灯） 

閉 

（点灯） 

2 気 密 の 点 検 

8.40～10.0kPa の気密試験で漏え

いがないことを確認 

（気密試験圧力     kPa） 

漏れなし 漏れあり 

3 
自 動 切 替 部 

の 点 検 

予備側より供給された時表示が白

から赤に切替わることを確認 

（左右交互の確認） 

切替わる 切替わらない 

切替わったことが通報されること

を確認 
通報あり 通報なし 

4 調整圧力の点検 
2.55～3.30kPa の範囲以内にある

こと 
kPa kPa

5 閉塞圧力の点検 3.50kPa以下であることを確認 kPa kPa

6 
親子式差圧調整器 

差 圧 の 点 検 
差圧が確保されていることを確認

ガス栓(3)「開」＞ガス栓(3)「閉」

 （Ｐ１）    （Ｐ２） 

 

      kPa      kPa 

ガス栓(3)「開」≦ガス栓(3)「閉」

 （Ｐ１）    （Ｐ２） 

 

      kPa      kPa 

※ 点検後の処理として，各部のバルブ「開」・親子式差圧調整器の切替ハンドルを元に戻すこと等を忘れずに必ず行って

ください。 

総合判定 合・否  
立会者印 

 
点検者印 

 

 
 

※処理   
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液化石油ガス用流量検知式 

切替型漏えい検知装置 

 

－通常点検チェックシート－            点検者氏名 

設置先住所  

設 置 先 名  

施 工 者 名  設置年月日   年  月  日 

設 置 機 種 
親子式差圧調整器 型 式  製 造 年 月   年  月 

漏えい検知部 型 式  検 満 年 月   年  月 

 

点検確認記録（２年間保管してください。） 

点検項目 点検方法 点 検 記 録 

ガス栓「開」

状態の点検 

漏えい検知部出入口

ガス栓(2 ) ( 3 )が 

「開」であること 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

漏えい検査 

容器ガス圧力により

発泡・目視等でガス

漏れのないことを 

確認 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

外観の点検 

各 部 の 錆の発 生 

部 品 の 脱 落 等 

欠 陥 の ないこ と 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

親子式差圧

調整器の通

気口の点検 

通 気 口 が虫等 に 

よってふさがれてい

ないこと 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

漏えい検知

部 の 点 検 

遮 断 弁 が「開 」 

であること 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

表 示 ラ ン プ が 

点 灯 し ていな い 

こと 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

ガ ス 使 用状態 で 

メータのトータルが

廻 っ て いるこ と 

/ / / / / / / / / / / / 

            

/ / / / / / / / / / / / 

            

※ バインダー等に挟み込み、雨水やほこりで汚れない様な場所に保管の上、記入してください。 
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液化石油ガス用流量検知式 

切替型漏えい検知装置 

－定期点検チェックシート－                      点検年月日   年   月   日 

                                   点検会社名 

                                   点検者氏名           印 

設置先住所  

設 置 先 名  

施 工 者 名  設置年月日   年  月  日 

設 置 機 種 
親子式差圧調整器 型式  製 造 年 月   年  月 

漏えい検知部（Ⅰ）型 型式  検 満 年 月   年  月 

点検項目 

※ 点検方法…液化石油ガス用流量検知式切替型漏えい検知装置「取扱説明書・維持管理マニュアル」を参照の上実施して

ください。 

No. 点検項目 点検内容 
判定結果 

（合格） （不合格） 

1 漏 え い 検 査 
発泡液により接続部等の漏えいを 

点検 
漏れなし 漏れあり 

2 自動切替部の点検 

予備側より供給された時表示が白か

ら赤に切替わることを確認 

（左右交互の確認） 

切替わる 切替わらない 

切替わったことが通報されることを

確認 
通報あり 通報なし 

3 
漏えい検知部の 

点 検 

セキュリティ表示に「ガス止」が点

灯していないことを確認 

開 

（消灯） 

閉 

（点灯） 

4 調整圧力の確認 2.55～3.30kPaであることを確認 kPa kPa

5 閉塞圧力の確認 3.50kPa以下であることを確認 kPa kPa

6 
親子式差圧調整器 

差 圧 性 能 試 験 
差圧が確保されていることを確認 

ガス栓(3)「開」＞ガス栓(3)「閉」

 （Ｐ１）    （Ｐ２） 

 

      kPa      kPa

ガス栓(3)「開」≦ガス栓(3)「閉」

 （Ｐ１）    （Ｐ２） 

 

      kPa      kPa

7 ド レ ン の 点 検 
ドレンの有無を確認し、ドレンを排

除する 
－ 

※ 点検後の処理として、各部のバルブ「開」・親子式差圧調整器の切替ハンドルを元に戻すことを忘れずに必ず行ってく

ださい。 

総合判定 合・否  
立会者印 

 
点検者印 

 

 
 

※処理   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

  本社 
    〒221-0052 神奈川県横浜市神奈川区栄町1番地1 

TEL：(045) 461-2334（代）  FAX：(045) 461-2354 

http://www.katsuraseiki.co.jp 
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